
⼤阪府⽻曳野市における基本計画の概要

⼤阪府⽻曳野市

１件あたり平均68.89百万円の付加価値額を創出する地域経済牽引事業を2件創出し、これらの地域経
済牽引事業が促進区域で1.25倍の波及効果を与え、促進区域で172百万円の付加価値を創出すること
を⽬指す。

計画同意の⽇（令和7年4⽉1⽇）から令和11年度末⽇まで

促進区域

経済的効果の⽬標

地域経済牽引事業の承認要件

計画期間

⽻曳野市⼩規模事業資⾦融資の実施、⽻曳野市地域活性創業⽀援補助⾦制度の実施、
情報処理の促進のための環境の整備 など

制度・事業環境の整備

地⽅独⽴⾏政法⼈⼤阪府⽴環境農林⽔産総合研究所、⽻曳野市商⼯会、株式会社⽇本政策⾦融公庫、⼤阪南
農業協同組合（ＪＡ⼤阪南）、学校法人四天王寺学園（四天王寺⼤学）、⽻曳野市ぶどう就農促進協議会、
ものづくりビジネスセンター⼤阪（MOBIO）、地⽅独⽴⾏政法⼈⼤阪産業技術研究所、公益財団法人⼤阪産
業局、⼤阪ワイナリー協会及び関⻄ワイナリー協会、⼤阪信⽤保証協会、⼀般財団法⼈⼤阪はびきの観光局

地域経済牽引⽀援機関

【要件１︓地域の特性を活⽤すること（①②のいずれか）】
①⽻曳野市のぶどう・ワイン、いちじく等の特産物を活⽤した農林分野
②⽻曳野市の⾷料品製造業、プラスチック製品製造業、⾦属製品製造業、輸送⽤機械器具製造業等
の産業集積を活⽤した成⻑ものづくり分野

【要件２︓⾼い付加価値を創出すること】
●付加価値増加分︓68.89百万円超

【要件３︓いずれかの経済的効果が⾒込まれること】
●雇⽤者数︓3％以上増加
●雇⽤者給与等⽀給額︓4％以上増加

⼤阪府内で第１位の栽培⾯積を誇るぶどう、「なにわ特産品」の認定も受けているいちじくを栽培する農家や、市内のぶどうを活かしたワイン⽣産を⾏う事業者を
⽀援することにより、ぶどう・ワイン、いちじく等の特産物を⽣かした販路開拓、６次産業化等により売上⾼の向上を⽬指す地域経済牽引事業を促進し、農の雇⽤を
生み出し、促進地域全体への好循環化を図る。
また⽻曳野市において、産業構造のうち重要な位置づけにある製造業を⽀援することにより、質の⾼い雇⽤を⽣み出し、⽻曳野市の施策と組み合わせ地域経済を活

性化し、促進地域全体への好循環化を図る。

計画のポイント

《促進区域図》
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